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ワークショップの背景と目的

 ウイズ・コロナと言われる最近の社会情勢の中
で、地方に移住しようとする人が増加

 ライフスタイルの多様化に伴い移住の目的も
様々であると考えられる。本ワークショップで
は、①移住希望者の人物像を明確に定め、②移
住する際の希望する要件の優先順位を明確にす
ることによって、データから最適な移住先を見
つけることが目的



最近の移住者(転入者数の前年度差)の状況(全国)
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都道府県別転入者数の前年度差

2020年-2019年 2019年-2018年

拡大すると

出典：住民基本台帳人口移動報告(2020年度)



最近の移住者(転入者数の前年度差)の状況(抜粋 新潟県～岐阜県)
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都道府県別転入者数の前年度差(新潟県～岐阜県)
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長野県等、2020年に転入者
が増加傾向を示す地域もある

出典：住民基本台帳人口移動報告(2020年度)



ワークショップ概要 －ペルソナ設定－

移住希望者の人物像・家族像として2typeを設定

 「人生の楽園」的な移住(セカンドステージを迎
えた大人向け、趣味重視)

移住先の要件の例：のどかな田舎暮らし、家庭菜園に適

した土地、地域コミュニティが充実 etc.

 「北の国から」的な移住(自然と触れ合う時間を
持ちたい家族向け、仕事も必要)

移住先の要件の例：海の近く(マリンスポーツに適する)、

山の近く(ウインタースポーツに適する)、学校が近い etc.



ワークショップ概要 －可視化手法について－

データ分析レポートの作成

 テキストマイニングの手法を活用

 統計ダッシュボードを用いた公的統計データの
可視化の活用

 Googleマップ・Mesh-STATS(統計情報可視化
システム)を用いた地図とデータのマッチング技
法の活用












